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背景
• StackOverflowのようなCQAサイトに注目が集まって
いる


• StackOverflowの質問と回答には投票機能があり，投
票数は大まかな質として扱われている


• ユーザーは投票数により，バッジや評価やバッジを手
に入れることができる

- バッジや評価によってStackOverf lowの運営に関する特
権が与えられる
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課題
• 重複質問に関する課題


- StackOverf lowでは，新しい質問をする前に重複した質
問を検索することを推奨している 


- しかし，重複した質問が多く投稿されているのが現状 


• ユーザーへの負担

- 重複した質問の処理は，StackOverf lowのモデレータ
（特別な権限を持っているユーザー）と一定数以上の評
価を持っているユーザーが行なっている 

‣ Duplicateフラグをつけて，質問をcloseにする
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目的・リサーチクエスチョン
• 目的


- 重複質問の処理を行うユーザーの負担を軽減するために，
重複質問を自動特定するアプローチを提案する 


• リサーチクエスチョン

1.なぜ重複した質問が投稿されるのか？ 


2.機械学習を用いて，重複した質問を特定する手法を実現
できるか？ 


3.提案手法の精度は，既存の手法と比較してどの程度か？
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データセット
• MSR2015 Mining Challengeのデータセット


- 2008年8月~2014年9月 


- 重複した質問：130,888件 


- master質問：90,245件 


• 重複質問の抽出 
- 一部のユーザーが重複した質問に「Dupl icate」フラグを
つけることができるため，フラグの付いている質問を抽出 

‣ 評判が50以上のユーザーのみDuplicateフラグをつけることができる


- 重複質問のもとの質問（master）を特定
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重複した質問の分析
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日付と重複質問 重複している質問につけられているタグ

重複した質問がcloseになるまでの日数



RQ1に関する調査
• なぜ重複した質問が投稿されるのか？


• 調査方法

- 2009年から2014年の間から毎年100件ずつ無作為に抽
出し，計600件を手動で調査する 

‣ 重複した質問と重複元の質問を比較し，著者２人が重複した理由
を議論した
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ドメインが異なる事例
• どちらの質問もJavaでタイマーを作成したいという質
問
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データベースの接続をタイムアウトするための

タイマーをしようしてアニメーションを作成したい



質問の内容が簡素すぎる事例
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RQ1の調査結果

• 質問前に検索しない，問題に関する知識が不足してい
るため重複しているか分からないなどの理由が多い


• 重複特定する手法を提案することで，質問の質問者と
モデレータの時間を節約することができる
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提案手法の概要
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• 文書間のコサイン類似度


• 用語の重複（t1 文書1のタイトル t2文書2のタイトル）


• Named Entity Recognition （NER）の重複


- 固有名詞や人名など（Stanford Named Ent i ty 
Recognizer により抽出） 


• NERのタイプの重複


• WordNet Similarity 

- WordNetの辞書を利用して，文書の類似性を測る

特徴量
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モデルの作成

• 質問を組み合わせることで，重複した場合のペアと重
複していない場合のペアを作成し，特徴量を抽出した
のちモデルを作成する

 13



評価
• 他アルゴリズムとの比較


- 既存手法であるDupePredictor，関連手法BM25アルゴ
リズム 

‣ BM25アルゴリズム：


• 文書におけるクエリの出現頻度を利用して関連度を順位づける


• 評価指標

- Recal l-Rate 


‣ Nt：重複だと判断した質問

‣ Ndk：実際に重複であった質問
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結果
• Dupeが提案手法（80%を学習データ20%をテスト
データ）
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特徴量ごとの精度
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rubyの質問に関する調査



まとめ・所感
• まとめ


- StackOverf lowにおける重複質問を検出する手法の提案
を行った 


• 所感

- StackOverf lowの仕組みが勉強になった 


- BM25，特徴量で使用していた要素（NER，WordNet 
Simi lar i ty）は勉強する価値がありそう
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